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　用 いた 材 料 はヒト 由 来 大 腸 癌 培 養 細 胞 株
（DLD 1 ，HCT116） で， 細 胞 培 養 は37℃， 5 % 
CO2で維持した。
2 ．高浸潤性細胞のサブクローン化
　 両 細 部 株 を，BD BioCoatTM BD MatrigelTM 




Upper chamberに播種させる操作を計 6 回行って，
高浸潤性細胞株を得た。
3 ．浸潤能測定




出 し， 3 ’ IVT PLUS Kit, Human Genome U133 
Plus 2.0 Array, Fluidics Station 450, Hybridization 























AXL，OSMR，HMGA 2 を 4 個 選 択 した。これら







































味 深 いことである。CDKN 2 B 遺 伝 子 はCyclin-







































されているが，重 要 なものとしてTight junction：
TJ因子であり，また一方ではがん抑制遺伝子の一
















　 種 々 のTJ 因 子 で あ るClaudin 3 お よ び 4
（Zymed）， 8 （abcam），E-cadehrin（DACO）お
























と 4 は乳頭腺管癌と硬癌に，Claudin 4 はそれらに













も 発 現 を 認 めた。蛍 光 二 重 染 色 ではClaudinと
E-Cadherinの発現に逆相関を認め，一方が高発現
している部位では他方が減弱している傾向が伺え






















































ことはsiRNAを 用 いたLKB 1 ノックダウン 細 胞 で
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は細胞結合の減弱と共に極性の喪失が認められ，さ
らにTJ因子の中でもZo- 1 の発現を制御しているも
のと考えられた。
　以上のごとく，乳癌における組織構築には様々な
因子が関与すると思われるが，TJと供にLKB 1 も
重要な働きを担っていると思われる。
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